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ABSTRAK  

 

Satria Tantular. 2023. Representasi Muenshakai dan Yuenshakai dalam Novel 

Hakase no Aishita Suushiki Karya Yoko Ogawa. Fakutas Bahasa dan Seni. 

Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini berfokus pada novel Hakase no Aishita Suushiki karya Yoko Ogawa 

dengan menggunakan pendekatan sosiologi sastra, yaitu sastra tidak hanya 

sebagai karya seni tetapi juga sebagai representasi nyata keadaan sosial. Tujuan 

penelitian ini adalah untuk memaparkan representasi Muenshakai dan Yuenshakai  

yang terkandung dalam novel Hakase no Aishita Suushiki karya Yoko Ogawa. 

Penelitian ini menggunakan metode deskriptif analisis untuk menganalisis data. 

Teknik pengumpulan data pada penelitian ini adalah teknik studi pustaka, teknik 

simak, dan teknik catat. Teknik analisis data menggunakan model Miles dan 

Huberman yaitu model analisis interaktif dilakukan dengan pemaparan untuk 

mendapatkan simpulan. Penelitian menemukan dalam novel Hakase no Aishita 

Suushiki karya Yoko Ogawa terdapat kondisi yang merepresentasikan masalah 

sosial disconnected society (Muenshakai). Fenomena ini disebabkan, antara lain 

karena merenggangnya ikatan darah (Ketsuen), ikatan teritorial (Chien), ikatan 

komunitas (Shaen), hidup individualis (Tanshinsha), dan tidak menikah 

(Mikonsha). Selain ditemukannya representasi Muenshakai penelitian ini juga 

menemukan dalam novel Hakase no Aishita Suushiki karya Yoko Ogawa terdapat 

representasi fenomena Yuenshakai. Fenomena ini menggambarkan ikatan 

masyarakat Jepang yang pulih dari kerenggangan, terdapat kegiatan yang harus 

terpenuhi agar berhasilnya fenomena ini, antara lain diperlukan moderator atau 

perantara untuk menghubungkan orang asing dengan seseorang yang mengalami 

Muenshakai, saling mengenali satu sama lain, saling mendukung dan membantu 

satu sama lain, dan melakukan kegiatan bersama layaknya keluarga. Peneliti akan 

menggunakan pendekatan psikologi sosial yang berkaitan dengan hubungan 

interpersonal untuk membantu menganalisis fenomena Yuenshakai.  

 

Kata Kunci: Muenshakai, Yuenshakai, Ketsuen, Chien, Shaen, Tanshinsha, 

Mikonsha, sosiologi sastra, psikologi sosial, Hakase no Aishita Suushiki. 
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ABSTRACT 

 

Satria Tantular. 2023. Representation of Muenshakai and Yuenshakai in Hakase 

no Aishita Suushiki Novel by Yoko Ogawa. Faculty of Language and Arts. State 

Universitas of Jakarta. 

 

This research focuses on the Hakase no Aishita Suushiki Novel by Yoko Ogawa, 

using a literary sociology approach, which views literature not only as an art form 

but also as a genuine representation of social conditions. The main objective of 

this study is to elucidate the representations of Muenshakai and Yuenshakai found 

in Hakase no Aishita Suushiki Novel by Yoko Ogawa. The research employs a 

descriptive analysis method to analyze the data. Data collection techniques in this 

study include literature review, observation, and note-taking. The data analysis 

technique uses the Miles and Huberman model, specifically an interactive analysis 

model, to arrive at conclusions. The research discovered that in Hakase no Aishita 

Suushiki Novel by Yoko Ogawa depicts conditions that represent the social issue 

of a disconnected society (Muenshakai). This phenomenon is caused, among 

others, by the weakening of blood ties (Ketsuen), territorial bonds (Chien), 

community bonds (Shaen), individualistic living (Tanshinsha), and remaining 

unmarried (Mikonsha). In addition to finding representations of Muenshakai, the 

study also identifies the presence of the Yuenshakai phenomenon in the novel. 

This phenomenon is expected to restore the conditions of a society facing 

Muenshakai-related challenges. To achieve this, certain activities need to be 

fulfilled, such as the involvement of moderators or intermediaries to connect 

strangers with individuals experiencing Muenshakai, mutual recognition, support, 

and assistance among them, and engaging in activities together as if they were a 

family. The researcher will use a social psychology approach related to 

interpersonal relationships to assist in analyzing the Yuenshakai phenomenon. 

 

Keywords: Muenshakai, Yuenshakai, Ketsuen, Chien, Shaen, Tanshinsha, 

Mikonsha, literary sociology, social psychology, Hakase no Aishita Suushiki. 
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小川洋子の小説「博士の愛した数式」 

における無縁シャカイとユエンシャカイの表現 

 

ジャカルタ国立大学 

Satria Tantular 

Satriatantular1999@gmail.com 

 

概要 

A. はじめに 

文学作品、特に小説、は、その作者と観察対象となる社会の経験や生

活を映し出す、作者が関わる社会や社会そのものが持つ価値観、文化、道

徳、教育などを含む。Siswantoro（2004:23）、文学作品は、作家の創造

的な想像によって、文章や口頭の形式をとるものであり、人間の社会的な

経験や日常生活が反映される現実を取り込むことに影響される。 

人間社会には、現れる問題がある。特に日本では、その中でも文化の

現代化の時代においても、その文化を維持し続けることで有名だ。その一

つに、"無縁社会"という現象がある。Unsriana（2015）によると、無縁社

会とは、身近な人との社交がなく孤立して生きる生活のことだ。彼らは周

囲との関わりを避け、独立した生活を送っている。大都市では、住民同士

の配慮が少なく、社会的機関がこれらの人々を把握することが難しい。こ

の現象により、多くの人々が数ヶ月後に発見される死を迎えることになる。

これは"孤独死"として知られている。NHK によると、2010 年 1 月 31 日

時点で、32,000 件の身元不明かつ認知されていない死亡事件が報告され

ている。 

mailto:Satriatantular1999@gmail.com
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研究者や日本の社会学者たちは、無縁社会の現象は 2050 年または

2060 年に終息すると述べる。第一世代の団塊の世代の子供たちが亡くな

り、その子孫たちも出生率の減少を経験する時になるだろう。この問題を

早期から対処しない場合、特にマスメディアが日本の未来に対する無縁社

会の危険に関心を持つ役割を果たすことが重要だ。それによって、2010

年の 1 億 2805 万 7352 人から、2050 年には 9700 万人まで日本の人口が

急激に減少すると予想されている。 

無縁社会の問題に対処するため、日本の研究者や社会学者は、無縁社

会で失われた絆を取り戻すことができると述べる。これは、学生や学術的

な結びつき、職場や友好的な結びつき、または共通の興味を持つ人々との

結びつきなど、誰かを通じて実現されることがある。これは有縁社会とい

う概念に繋がり、途絶えた絆を回復することを目指す。有縁社会は、第二

次世界大戦が終わった 1945 年に横須賀の相互扶助協会（Mutual Aid 

Society）から始まる。日本の社会がお互いを助け合いたいという願望が、

この共助社会の形成に影響を与える。また、親族葬儀を合同で行う「かん

こん葬儀合同会」も、コミュニティ内の人々を結びつける試みとして生ま

れる。日本のマスメディアも、社会が直面しているさまざまな社会問題、

人口減少を含む問題に対する一般的な認識を形成する上で重要な役割を果

たす。 

上記で言及されている社会現象に関連して、この研究は散文文学の一

形態である小説に興味を持っている。小説は、作者の生活社会の反映から

生まれた文学作品の一つである。文学社会学の研究は文学作品を対象とし、

想像の産物としての人間の生活を対象としている。この文脈では、本研究

は、64 歳の中年男性で元数学教師である「博士の愛した数式」という小

説を選択した。彼は家族と離れて一人暮らしをしており、義理の姉である

未亡人だけが彼の身近な存在だ。事故の後、博士は「アンテログレード・

アムネジア」を経験し、記憶が 1975 年で止まり、わずか 80 分しか続か

ない。この状態により、彼は大学での地位を失い、17 年間一人暮らしを

し、数学コンテストと未亡人の援助に頼って生活している。彼の生活は、
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未亡人が家政婦とその息子「ルート」（10 歳）を雇うことで変わる。彼

らの到着により、博士の生活は元の状態に戻る。この小説は 2003 年 8 月

に新潮社から出版され、本屋大賞（Japan Booksellers Award）の最初の受

賞作となった。また、2006 年 1 月に映画化され、2005 年 12 月に文庫本

として出版されると、二ヶ月で 100 万部を売り上げ、他の新潮社の小説

よりも速いペースだった。作者の小川洋子は、物理的および感情的な制約

を持つキャラクターをよく描写しているが、彼らは常に互いを助け、保護

し、愛し合っている。このようにして、この小説は読者から高い評価を受

け、無縁社会と有縁社会に関する文学社会学および社会心理学の研究の対

象となった。 

B. 研究方法 

前述の背景、焦点、および前述のサブフォーカスに基づいて、横尾

優子の小説「博士の愛した数式」における表現に関連する二つの問題の定

式化がある。この研究では、研究者は文学社会学理論アプローチを用いて

「無縁社会」の表現を調査し、それに続いて社会心理学的アプローチを用

いて「有縁社会」の表現を調査する。次のように： 

1. 小川洋子の小説「博士の愛した数式」において、「無縁社会」はど

のように表現されるか。 

2. 小川洋子の小説「博士の愛した数式」において、「無縁社会」の現

象に対処する試みとして、「有縁社会」はどのように表現されるか。 

 

C. 研究結果と分析 

  この小説では、小川洋子は「博士の愛した数式」の物語で、80 分

間の記憶が続く博士の人生の旅を語る。博士のキャラクターは、家族や友

人の存在がなく一人暮らしをしていると描かれる。しかし、アシスタント

家政婦とその息子がやって来て、博士の普通の生活を取り戻すのに役立ち、

彼の生活は変わる。この研究の焦点は、「博士の愛した数式」のキャラク

ター、出来事、および状況を通じて示される無縁社会と有縁社会の表現を
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文学社会学と社会心理学のアプローチに基づいて調査することである。

佐々木らと Prabowo が提案した理論によれば、無縁社会が発生する要因は

以下の通りである： 

1) 血縁の絆、地縁の絆、社縁の絆。 

2) 未婚者 

3) 単身者 

成功するための有縁社会現象の理論を提案した奥田と鈴木、そして人間関

係理論を提案した Rahman によると、有縁社会の成功には以下のような

ことが必要だ： 

1) 無縁社会を経験している人と他人とをつなぐために、モデレー

ターまたは仲介者が必要だ。 

2) お互いを知り合うために、対面や自己紹介が必要だ。 

3) 相互依存する関係や活動が必要だ。 

4) 孤独を埋めるために家族の活動が必要だ。 

次に, 以上のポイントを使って、続けて以下の引用を分析する。 

「博士の愛した数式」における無縁社会と有縁社会の表現の分析 

無
縁

社
会

 

No 表現 ページ 

1 

血縁の絆 

博士の両親と兄の死。 
引用文 No. 8 

(Ogawa:17) 

未亡人との絆の崩壊 
引用文 No. 9 

(Ogawa:18) 

2 

社縁の絆の崩壊 

ハカセは事故後の記憶障害により大

学での職を失う 

引用文 No. 11 

(Ogawa:18) 



 

x 
 

見舞いに来なかったハカセの友人 
引用文 No. 31 

(Ogawa:187) 

地縁の絆の崩壊 

ハカセは事故以来家から出ていない 
引用文 No. 21 

(Ogawa:63) 

人混みが嫌いなハカセ 
引用文 No. 24 

(Ogawa:101) 

外界から邪魔されずに静かに過ごす

ことを好むハカセ 

引用文 No. 25 

(Ogawa:101) 

ハカセの無造作な服装と数学にまつ

わる表現が、彼女に奇妙な自己観を

与えている。 

引用文 No. 23 

(Ogawa:73) 

引用文 No. 10 

(Ogawa:18) 

3 

単身者 

小さな小屋でのハカセの孤独な生活 
引用文 No. 4 

(Ogawa:12) 

孤独と寂しさの人生 

引用文 No. 29 

(Ogawa:159) 

引用文 No. 30 

(Ogawa:159) 

4 

未婚者 

64 歳まで未婚 
引用文 No. 12 

(Ogawa:18) 

結婚しない理由：配偶者が葉加瀬の

兄と結婚しているため 

引用文 No. 35 

(Ogawa:246) 

引用文 No. 34 

(Ogawa:245) 

有
縁

社
会

 No 表現 ページ 

1 
無縁社会を経験している人と他人とをつなぐために、

モデレーターまたは仲介者が必要だ 
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家事手伝いを探している未亡人 
引用文 No. 2 

(Ogawa:10) 

御坊人は各家事手伝いを選択する 
引用文 No. 1 

(Ogawa:9) 

2 

無縁社会を経験している人と赤人の間の会合と紹介 

面白くて楽しい「数の質問と数字」

に関する家政婦と博士の出会い。 

引用文 No. 3 

(Ogawa:12) 

引用文 No. 5 

(Ogawa:14) 

引用文 No. 6 

(Ogawa:14-

15) 

引用文 No. 7 

(Ogawa:15) 

ルートと博士の称賛と注意を込めた

出会い。 

引用文 No. 17 

(Ogawa:44) 

引用文 No. 18 

(Ogawa:45) 

3 

お互いのサポートとニーズを満たすこと。 

  
 

私（家政婦）は頼りにされる人物と

している。 

引用文 No. 13 

(Ogawa:23) 

私（家政婦）は博士を世話する人と

している。 

引用文 No. 28 

(Ogawa:154) 

 

家政婦は博士の体の状態を手伝って

清潔に保つ。 

引用文 No. 22 

(Ogawa:63) 

引用文 No. 32 

(Ogawa:228) 
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博士は指導と教授を提供している。 

引用文 No. 19 

(Ogawa:56) 

引用文 No. 20 

(Ogawa:100) 

社会的統合のニーズに対するサポー

ト。 

引用文 No. 13 

(Ogawa:32) 

自尊心に関するニーズへのサポー

ト。 

引用文 No. 16 

(Ogawa:38) 

引用文 No. 15 

(Ogawa:37) 

4 

家族で集まり、おしゃべりし、一緒に活動することは

絆を築くための要因となる。 

野球の試合を見る 
引用文 No. 27 

(Ogawa:132) 

博士の成功とルートの誕生日を祝う 

引用文 No. 33 

(Ogawa:237-

238) 

 

お世話になっている博士を見舞う 

引用文 No. 38 

(Ogawa:278) 

ルートと博士がプレゼントを交換す

る 

引用文 No. 37 

(Ogawa:275) 

引用文 No. 36 

(Ogawa:272) 

お互いを知る 
引用文 No. 26 

(Ogawa:119) 

 

D. 終わりに 

この小説「博士の愛した数式」では、小川洋子の著作であり、データ

分析の結果、無縁社会の表現が主に博士の生活に存在することを示してい

る。博士の生活は、小川洋子の作品にふさわしい制約と欠点を持っている。
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しかし、小川洋子としての作者は、常に各キャラクターが出会い、助け合

い、そして互いに愛情を持つ様子を描写している。これは有縁社会を象徴

している。 

無縁社会とは、個人と周囲の他者との社会的な結びつきやつながりが

失われる現象を指す。この小説では、いくつかの要因が無縁社会の表現と

なっており、例えば、血のつながりの喪失（博士の両親と兄の死）、組織

的なつながりの喪失（博士の職を失う）、地域的なつながりの喪失（博士

の事故のトラウマ）、結婚しない現象（博士と家政婦が過去の関係で問題

を抱えている）、そして一人で生きる現象（博士と家政婦が孤独を感じる）

がある。 

有縁社会とは、いくつかの日本の社会学者による無縁社会の問題を解

決するための概念であり、その個人の喪失した結びつきを取り戻すことを

意味する。この概念を実現するためにいくつかの条件がある。例えば、無

縁社会を経験している個人を異なる人々と結びつけるためのモデレーター

または仲介者の存在（未亡人が博士と家政婦、およびルートをつなぐ役

割）、絆を築くための出会いと紹介の機会（博士が家政婦とルートとの数

の楽しい話し合いを持つ場面）、相互の関係性や相互依存の活動の存在

（博士と家政婦がお互いに支え合い助け合う）、そして家族活動による結

びつきの創出（家政婦、ルート、博士が一緒にお祝いのパーティーを開き、

野球の試合を一緒に見ること）が挙げられる。 

この小説「博士の愛した数式」には、無縁社会が発生する要因を表す

18 つのデータと、有縁社会が実現する可能性を表す 20 つのデータがある。

博士は無縁社会を経験するキャラクターとして、未亡人、家政婦、ルート

の助けを借りて、彼の通常の生活に戻ることに成功する。これは、博士の

最後の状態がもはや孤独ではなく、家政婦とルートと一緒に思い出と共に

亡くなるという事実で強調される。その結果、博士が無縁社会の問題から

抜け出すことに成功したと言えるだろう。 
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